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番号 部　品　名 個数 リペア品番 　数
１ フロントホイールハブスペーサー １ ４４６１０―１８１―Ｔ００ １
２ キャリパーブラケット １ ４５２２０―１８１―Ｔ００
３ ディスクボルト　８×２０ ３ ９０１０５―１６５―Ｔ００
４ ディスクボルト　８×２４ ３ ９０１０５―ＫＲ３―０００
５ フランジソケットキャップスクリュー　８×１６ ２ ９１０００―０８０１６―Ｆ０
６ フランジソケットキャップスクリュー　８×３５ ２ ９１０００―０８０３５―Ｆ０
７ ロックナット　８ｍｍ ３ ９００００―０８０ＬＮ
８ フロントディスクプレートＡＳＳＹ． １ ４５２２５―１８１―Ｔ１０

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は交換させて頂
　きます。但し、正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。修理又は交換等にかかる一切の費用は対象とな
　りません。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。
・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎商品を加工等された場合や取り付けされた場合は、保証の対象にはなりません。
◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。
◎当製品は、上記フレーム番号の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎このキットは、当社１０インチアルミホイール、１０インチフロントディスクブレーキキット及び、倒立フロントフォークキット装着車専用部品で

　す。他の部品との組み合わせは出来ませんのでご注意下さい。
◎ディスクプレート無しキットの場合は、ホンダ純正ＮＳＲ５０／８０用ディスクプレートを使用して下さい。
◎新品以外のディスクプレート使用時は、ティスクの厚みを測定し使用限度以下の場合あるいは段付き摩耗や歪みのある場合は新品と交換して下さい。

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

商品番号　　：０６―０１―０１２

　　　　　　：０６―０８―１４９５
フレーム番号：Ｚ５０Ｊ－１３０００１７～

（ディスクプレート無し）

（ディスクプレート付き）

特　徴
ディスクプレート径を２２０ｍｍに変更し、有効ディスク径を増大させて制動力を向上させます。又、ディスクプレート付きキットには、ステンレス
製フローティングディスクをセットし、熱による歪みの発生を防止しています。

φ２２０ディスクプレートセット　（倒立フォーク用）

～商　品　内　容～

※リペアパーツは必ずリペア品番にてご発注下さい。品番発注でない場合、受注出来な

　い場合もあります。あらかじめご了承下さい。
　尚、単品出荷出来ない部品もありますので、その場合はセット品番にてご注文下さい
　ます様お願い致します。

 ・取り付け作業は、必ずブレーキ冷間時に行って下さい。走行直前は、ディスクプレートやキャリパーが高温になっている場合がありますので　
　 各部品が十分冷えている事を確認して作業を行って下さい。
 ・各ボルト及びナットは、必ずトルクレンチを使用し指定トルクで確実に締め付けて下さい。
 ・ディスクプレートやディスクパッドに油脂類を付着させた場合は、ブレーキ性能が失われますので十分注意して作業を行って下さい。
　 万一、付着させた場合は、ディスクプレートを脱脂し、パットを交換して下さい。
 ・雨天走行時は、ブレーキ性能が低下し、制動距離が長くなりますのでブレーキングには、十分注意して下さい。
 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。
　 走行前には必ず各部の取り付け状態を点検し、緩み等がないかを確認して下さい。又、走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な　
　 場所に停車させ異常箇所の点検を行って下さい。

注意 この内容を無視した取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。
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～取　り　付　け　要　領～
平坦で足場のしっかりした場所で、リアメンテナンススタンドを使用し車

両を安定させます。アクスルナット、ホイールフランジキャップスク
リュー、キャリパーとキャリパーブラケットフランジキャップスクリュー
及びディスクボルトを緩めておきます。フロントメンテナンススタンドを
使用し、フロント部分をアップさせます。

ホイール取り付けボルトを緩めキャリパーとキャリパーブラケットを取り
外します。アクスルシャフトを抜き取りフロントホイールを取り外します。
※ブレーキホースに無理が掛からない様にキャリパーを保持して下さい。

フロントホイールバブよりディスクプレートを取り外します。ホイールハ
ブスペーサーをディスクボルト８×２０でフロントホイールハブに取り付
け、ボルトを指定トルクで締め付けます。
トルク：３９．２Ｎ・ｍ（４．０ｋｇｆ・ｍ）

フローティングディスクプレートをディスクボルト８×２４でハブスペー
サーに取り付け、ボルトを指定トルクで締め付けます。
トルク：３９．２Ｎ・ｍ（４．０ｋｇｆ・ｍ）

ホイールよりハブを取り外し、ディスクボルト８×２４にロックナット８

ｍｍを取り付け、指定トルクで締め付けます。
トルク：２１．６Ｎ・ｍ（２．２ｋｇｆ・ｍ）

ホイールにハブを取り付けます。ホイールハブに、サイドカラーとメー
ターギヤボックスをセットし、フォークにアクスルシャフトを通し、アク
スルナットを仮締めします。フロントフォークにキャリパーブラケットを
フランジキャップスクリュー８×１６で仮締めします。ディスクプレート
をパッドで挟む様にキャリパーをセットし、フランジソケットキャップス
クリュー８×３５でキャリパーブラケットに仮締めします。
※キャリパーをディスクプレートにセットしにくい場合は、キャリパーの
ピストンを戻してパッドのすき間を広げて下さい。ホイールのフランジソ

ケットキャップスクリューを仮締めします。

フロントスタンドを取り外します。スピードメーターギヤボックスの位置
決めを行い、アクスルナットを指定トルクで締め付けます。

トルク：４９Ｎ・ｍ（５．０ｋｇｆ・ｍ）
ホイールのフランジソケットキャップスクリューを指定トルクで締め付け
ます。
トルク：２９．４Ｎ・ｍ（３．０ｋｇｆ・ｍ）
キャリパー及びキャリパーブラケットのフランジソケットキャップスク
リューを指定トルクで締め付けます。
トルク：２６．５Ｎ・ｍ（２．７ｋｇｆ・ｍ）
※ブレーキレバーを握りブレーキの作動を確認し、次に車両を押した状態

　で引っ掛かりや異状が内無いかを点検して下さい。

〒５８４－００６９　大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

TEL ０７２１－２５－１３５７　FAX ０７２１－２４－５０５９

お問い合わせ専用ダイヤル　　　　　 ０７２１―２５―８８５７

URL http://www.takegawa.co.jp


